[bookmark: _GoBack] 令和７年度　講師等を対象とした特別選考による受験申請書 

	受験番号
	*



	　このたび、令和７年度香川県立学校教員（寄宿舎指導員）採用選考試験において、講師等を対象とした特別選考による受験を申請します。なお、下記の事実に相違ありません。
令和６年　　　月　　　日　
　香川県教育委員会教育長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県立学校　寄宿舎指導員
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　（本人署名）



	勤務歴（直近から過去に遡って記入すること。）

	在　職　期　間
	在職年数
	勤務先
（学校名）
	職名及び勤務形態
	発令庁

	　　　年　　月　　日～
　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	

	　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	

	　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　年　月
	
	
	




【記入上の注意】
１　受験番号欄は記入しないこと。
２　令和２年４月１日から令和６年１０月１５日までの期間について記入すること。
３　在職年数について、１月のうち１日以上勤務されていれば１月として算定する。ただし、勤務終了日と次の勤務開始日が同一月である場合は、その月数は１月とする。
４　職名は下記を参考にして記入すること。
　（期限付常勤講師、期限付実習助手、期限付寄宿舎指導員、非常勤講師、産・育休代替講師、病休代替講師など）
５　勤務形態について、常勤・非常勤の別を記入し、非常勤の場合は週あたりの時間数を記入すること。
６　２４か月の在職歴を記入できた場合は、在職歴２４か月以前の経歴については、記入しないこと。
７　発令庁が香川県教育委員会でない場合は、その該当期間に係る「在職証明書」をこの用紙とともに提出すること。

（記入例）
	勤務歴（直近から過去に遡って記入すること。）

	在　職　期　間
	在職年数
	勤務先
（学校名）
	職名及び勤務形態
	発令庁

	令和 ６年　４月　１日～
令和 ６年１０月１５日
	０年７月
	○○市立
△△小学校
	非常勤講師
（週３０時間）
	○○市教育委員会

	令和 ５年　４月　１日～
令和 ６年　３月３１日
	１年０月
	○○町立
△△中学校
	期限付常勤講師
（常勤）
	○○町教育委員会

	令和 ４年　８月３０日～
令和 ５年　３月３１日
	０年８月
	香川県立
△△高等学校
	育休代替講師
（常勤）
	香川県教育委員会






















在　職　証　明　書
（国・市町費関係）


現住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　名　　            　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（昭和・平成　　　　年　　　　月　　　　日生）


下記の学校において教育職員として勤務したことを証明する。

令和６年　　月　　日

証明者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



	在　職　期　間
	在職年数
	勤務先（学校名）
	職名及び勤務形態

	　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　　年　　月
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　　年　　月
	
	

	　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　　年　　月
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　　年　　月
	
	

	　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　　年　　月
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　　年　　月
	
	

	　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　　年　　月
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　　年　　月
	
	

	　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　　年　　月
	
	

	　　　年　　月　　日～
　　　　　年　　月　　日
	　　年　　月
	
	




【記入上の注意】
１　証明する期間は、令和２年４月１日から令和６年１０月１８日の間のみとする。
２　証明者は、教育委員会等発令者であること。
３　在職年数について、１月のうち１日以上勤務されていれば１月として算定する。ただし、勤務終了日と次の勤務開始日が同一月である場合は、その月数は１月とする。
４　職名は下記を参考にして記入すること。
　　（期限付常勤講師、期限付実習助手、期限付寄宿舎指導員、非常勤講師、産・育休代替講師、病休代替講師など）
５　勤務形態について、常勤・非常勤の別を記入し、非常勤の場合は週あたりの時間数を記入すること。
６　複数の市町等での勤務がある場合は、それぞれで証明する。

（記入例①）○○市教育委員会の場合
	在　職　期　間
	在職年数
	勤務先(学校名)
	職名及び勤務形態

	令和 ６年　４月　１日～
令和 ６年１０月１５日
	　０年　７月
	○○市立△△小学校
	非常勤講師
（週３０時間）



（記入例②）○○町教育委員会の場合
	在　職　期　間
	在職年数
	勤務先(学校名)
	職名及び勤務形態

	令和 ５年　４月　１日～
令和 ６年　３月３１日
	　１年　０月
	○○町立△△中学校
	期限付常勤講師
（常勤）



（記入例③）国立大学法人香川大学の場合
	在　職　期　間
	在職年数
	勤務先(学校名)
	職名及び勤務形態

	令和 ４年　４月　１日～
令和 ５年　３月３１日
	　１年　０月
	香川大学教育学部附属△△小学校
	非常勤講師
（週３０時間）



